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心の豊かさを求める時代背景か

ら、全国的に美術館めぐりが盛ん

に行われています。私たち芸術協

会主催の美術館鑑賞ツアーも今年

で12回を数え、会員以外にも多

くのファンがいます。

今年は山形県酒田市の土門拳記

念館（写真）、本間美術館（庭園、

日本美術）に行ってきました。初

の東北方面、初の写真美術館鑑賞、

しかも市内には高校生からお年寄

りまで写真愛好家が多数いること

から、新しい層の参加を期待しま

した。その結果、今年の参加者

き
も
の
の
ま
ち
に
培
わ
れ
た
和
の
香
り
。

鮮
や
か
な
四
季
を
も
つ
雪
国
な
ら
で
は
の

優
れ
た
色
彩
感
覚
。
悠
久
の
歴
史
が
刻
ま

れ
た
河
岸
段
丘
上
に
連
綿
と
受
け
継
が
れ

て
き
た
人
々
の
感
性
。

芸
術
・
文
化
の
薫
る
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
す
十
日
町
市
に
は
、
日
本
画
、
洋
画
、

版
画
、
現
代
美
術
、
彫
刻
、
工
芸
、
写
真
、

書
道
な
ど
、
芸
術
活
動
に
励
ん
で
い
る

人
々
が
数
多
く
い
ま
す
。

十日町市書道協会では、恒例の諸事業のほ

かに、市民の要望や運営委員会での提案など

による活動もしています。「書道協会役員小

品作品展」もその一つです。12月いっぱい北

越銀行のロビーで開いています。市芸術協会

が進めているギャラリー展と同じ趣旨です。

岡村会長は小作品の制作について、「大き

な作品は無論ですが、小品も作品化するには

苦労があり、①字形の工夫②墨色、線質の変

化③全体構成の難しさ④小品なるがゆえに大

胆さも必要」と話していました。

十日町市芸術協会十日町市芸術協会
事務局・問合せ：斎木文夫（美雪町２152－2956）

十日町市の芸術文化振興を図り、その発展と、豊かな市

民生活の実現を目指しています。

●主要活動：【アートのあるまちづくり事業】市民会館ロ

ビー・情報館多目的コーナーでの展覧会、商店のウイン

ドーなどをお借りする商店街ギャラリー展など、アート

でまち全体を飾る活動を展開中です。

●部会：日本画、洋画、版画、現代美術、彫刻、工芸、写

真の７つの部会があります。

●会長：庭野政義　●会員：市内外の美術愛好者94人

●発足：平成２年４月１日　●会費：年２,０００円

●今年度の主な活動

妻有のアートを発信
つまり匠会

９月に表参道で十日町市と川西町の美術愛

好家５人が工芸作品展を開きました。いずれ

も40代男性で、きもの関係の仕事に携わっ

ています。その内、蕪木保男さん（本町東１）、

茂野孝志さん（川西町）、重野広さん（妻有

町西１）は、芸術協会の会員です。きもの、

染め絵、糸巻き行
あん

灯
どん

、陶芸など１５０点が展

示され、会場は和のムードに染まりました。

観覧者からは「きものの技術や感覚を個々

の作品に生かしている」など好評が寄せられ、

「きもの十日町」のアピールにもなりました。

好評の美術館鑑賞ツアー

こ
う
し
た
人
た
ち
が
集
ま
っ
た
十
日
町

市
芸
術
協
会
、十
日
町
市
書
道
協
会
で
は
、

会
員
の
資
質
向
上
や
十
日
町
市
の
芸
術
活

動
の
振
興
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
美
術
展
や
石
彫
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
な
ど
十
日
町
市
の
芸
術
・
文
化
活
動
に

も
多
大
な
協
力
を
行
っ
て
い
る
、
両
協
会

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

77人の中には新しい顔ぶれも見

え、楽しいツアーになりました。

美術館鑑賞とあまり硬くならず

に、この催しがアートに触れる一

つのきっかけになってくれたらう

れしいです。最近は交通事情も良

くなって、遠くまで足を延ばせる

ようになりました。来年も楽しい

ツアーを企画しますので、待って

いてください。

芸術協会には作品制作だけでな

く、いろいろな活動の場がありま

す。若い人からも、ぜひ入会して

ほしいと思っています。

４月・14年度定期総会

６月・第11回会員展・

チャリティ小品展

・関口美千男遺作展

８月・石彫シンポジウム　

作家激励会

・モデルデッサン会

・美術館鑑賞ツアー

・素描展

・南魚美術会・十日町

市芸術協会・十日町

市書道協会交流展

・美術館建設基金チャ

リティ展

９月

10月

11月

12月

会員
募集
中

十日町市芸術協会　

事業部会長

宮 沢 健 二さん

毎年170人ほどが参加していま

す。高校生や大人は少数で、小・

中学生が圧倒的です。川西町や小

千谷市からも多数参加してくれま

す。目を輝かせながら一心不乱に

課題に向かい、「力いっぱい書い

たぞ」という子どもたちの姿を見

るのが好きです。この子どもたち

がずっと続けてくれたらと思って

います。

第６回までは賞を付けていまし

たが、昨年からやめました。競争

する大会ではなく、新しい年の始

めを祝う楽しい「書初め大会」に

新年を祝う市民書初め大会

したいという協会員一同の思いか

らです。これまで参加賞を出して

きましたが、今回から参加の印と

して記念賞もあわせて出すことに

しました。

私はというと昭和59年から始

めました。がんばっても思い通り

の作品はできませんが、白と黒の

世界、白紙と墨の美しさなど、書

道の世界の魅力はたまりません。

各公民館に書初め大会の要項・

申込書を置いてありますので、ぜ

ひ多くの皆さんから参加してほし

いと願っています。

十日町市書道協会　

書初大会委員長

田 中 澄 雄さん

十日町市の書道文化振興を図り、その発展と、豊かな市

民生活の実現を目指しています。

●活動：毎月１回、運営委員会を開き各委員長からの提案

を受けて協議し、総意のうえで事業活動を進めています。

●委員会：庶務・会計、展覧会、書初大会、研修・親睦の

４つの委員会があります。

●会長：岡村喜市　●会員：市内外の書道愛好者130人

●発足：平成７年５月21日　

●今年度の主な活動

６月・14年度定期総会

・第７回市書道協会展

11月・十日町織物鑑賞会

・南魚美術協会・十日　

町市芸術協会・十日

町市書道協会交流展

12月・役員小品作品展

15年

２月・雪まつり協賛学童書　

初め作品展・会員色

紙展

・ほかに、研修会（書にか

かわる史跡などの訪問）、

講習会を随時開催

書によるギャラリー展
十日町市書道協会

■第８回市民書初め大会　　

期日：15年1月19日A正午～午後３時30分 会場：クロス10

十日町市書道協会十日町市書道協会
事務局・問合せ：金子栄子（上川町157－2871）

会員
募集
中



交
通
事
故
発
生
の
ニ
ュ
ー
ス
を
新
聞
や

テ
レ
ビ
な
ど
で
目
に
し
な
い
日
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
ほ
ど
交
通
事
故
は
、
ち
ょ
っ

と
し
た
油
断
で
起
こ
り
う
る
最
大
の
恐
怖

で
す
。

今
年
の
市
内
で
の
交
通
事
故
発
生
状
況

は
、
11
月
末
日
現
在
で
発
生
件
数
・
負
傷

者
数
と
も
に
昨
年
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な

い
高
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
以

上
悲
惨
な
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う

に
し
て
、
良
い
年
を
迎
え
ま
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
の
時
期
は
忘
年
会
な
ど
で
お

酒
を
飲
む
機
会
も
増
え
、
飲
酒
運
転
に
よ

る
重
大
事
故
の
発
生
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

こ
の
た
め
市
で
は
、
年
末
の
交
通
事
故

防
止
運
動
期
間
中
に
十
日
町
警
察
署
な
ど

の
協
力
を
得
な
が
ら
、
飲
酒
運
転
防
止
な

ど
の
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
は
「
少
し
し
か
飲
ん
で
い

な
い
か
ら
大
丈
夫
」
な
ど
と
い
う
甘
い
考

え
は
捨
て
、
危
険
性
を
認
識
し
、
「
飲
ん

だ
ら
運
転
し
な
い
」
こ
と
を
徹
底
し
ま
し

ょ
う
。

ま
た
、
車
を
運
転
す
る
人
に
は
酒
類
を

出
さ
な
い
な
ど
、
家
庭
・
地
域
・
職
場
ぐ

る
み
で
飲
酒
運
転
を
追
放
し
ま
し
ょ
う
。
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飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う

その１ 高齢歩行者を発見したら、横断やふら

つきを予測して運転しましょう。

その２ 夕暮れ時は早めにライトを点灯し、速

度を落として慎重に運転しましょう。

その３ 「飲酒するときは運転しない」「運転

するときは飲酒しない」という強い信

念を持ちましょう。

◆交通事故防止のポイント 良
い
年
を
迎
え
る
た
め
に

ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」
ちょっとした油断が

「最大の恐怖」

◆悪質・危険な運転者への罰則強化 （平成14年６月１日施行）

（14年は11月末日現在の発生状況）

年

9

10

11

12

13

14

違反行為など

危険運転致死傷罪

酒気帯び運転

酒酔い運転

罰　　　　　則

人を負傷させた場合　10年以下の懲役

人を死亡させた場合　１年以上の懲役

１年以下の懲役または30万円以下の罰金

３年以下の懲役または50万円以下の罰金

違　反　点　数

４５点

0.25mg以上

0.15mg以上

１３点

６点

２５点

件　数

２３１

２４８

２４９

２４９

２２４

２０５

死者数

4

3

1

6

4

0

傷者数

２７０

２８９

３２６

２９３

２６２

２６６

◆交通事故発生状況
（市内での過去５年間）

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
車
。
し
か
し
、
ち
ょ
っ
と
し

た
気
の
ゆ
る
み
が
、
思
わ
ぬ
惨
事
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

「
年
の
暮
れ
　
は
や
る
心
に
　
ひ
そ
む
事
故
」
…
12
月
11
日
D
か
ら
31
日
C

ま
で
の
21
日
間
は
「
年
末
の
交
通
事
故
防
止
運
動
」
期
間
で
す
。
交
通
事
故

を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
ま
た
あ
わ
な
い
よ
う
、
運
転
者
も
歩
行
者
も
お
互
い

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

年末の交通事故防止 容
器
の
中
に
残
留
物
が
あ
っ
た
り
、
泥

な
ど
で
汚
れ
て
い
た
り
す
る
と
、
リ
サ
イ

ク
ル
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
き
れ
い
に
洗

っ
て
か
ら
出
し
ま
し
ょ
う
。

飲
食
用
の
び
ん
が
対
象
で
す
。

●
曇
り
ガ
ラ
ス
び
ん
が
「
無
色
の
び
ん
」

に
出
て
い
る

→

そ
の
他
の
び
ん
へ

●
化
粧
品
の
び
ん
が
出
て
い
る

→

埋
立
て
ご
み
へ

●
口
元
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
が
付
い
て
い
て

も
、
簡
単
に
取
れ
る
も
の
が
多
く
あ
り
ま

す
。取
り
除
い
て
か
ら
出
し
て
く
だ
さ
い
。

各
家
庭
に
配
っ
た
保
存
版
に
記
載
し
て

あ
る
品
目
だ
け
が
対
象
で
す
。

●
リ
サ
イ
ク
ル
マ
ー
ク
　
　
　
の
袋
が
出

て
い
る

→
燃
や
す
ご
み
へ

●
乳
酸
飲
料
な
ど
に
銀
紙
の
ふ
た
が
つ
い

て
い
る

→

取
っ
て
燃
や
す
ご
み
へ

●
漂
白
剤
、
薬
品
、
パ
ー
マ
液
な
ど
の
収

集
し
な
い
容
器
が
出
て
い
る

→

燃
や
す
ご
み
へ

●
白
色
ト
レ
ー
が
出
て
い
る

→

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ
ー
・
カ

ッ
プ
麺
容
器
へ

●
ボ
ト
ル
缶
、
紙
ト
レ
ー
が
出
て
い
る

→

ボ
ト
ル
缶
は
鉄
・
ア
ル
ミ
類
へ

紙
ト
レ
ー
は
燃
や
す
ご
み
へ

●
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
製
の
色
・
柄
付
き
の

ト
レ
ー
が
出
て
い
る

→

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
へ

●
ア
ル
ミ
製
の
食
品
容
器
（
鍋
焼
き
う
ど

ん
の
容
器
な
ど
）
が
出
て
い
る

→

埋
立
て
ご
み
へ

●
段
ボ
ー
ル
と
紙
箱
が
混
じ
っ
て
い
る

→

再
生
処
理
過
程
が
違
う
た
め
必
ず
分

け
て
く
だ
さ
い

●
農
薬
や
洗
剤
の
箱
が
出
て
い
る

→

燃
や
す
ご
み
へ

●
金
箔
、
銀
箔
、
ビ
ニ
ー
ル
の
つ
い
た
紙

が
出
て
い
る

→

燃
や
す
ご
み
へ

問
合
せ

市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
1
57
｜
３
１
１
１
内
線
１
５
７
）

十
日
町
地
域
衛
生
施
設
組
合

（
1
52
｜
３
９
２
４
）

も
う
一
度
ご
確
認
く
だ
さ
い

資
源
物
の
分
別
方
法

共
通
す
る
こ
と

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
・
白
色
ト
レ
ー
・

カ
ッ
プ
麺
容
器

び
　
ん
　
類

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

鉄
・
ア
ル
ミ
類

紙
　
類

資
源
物
の
分
別
収
集
は
、
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
、
お
お

む
ね
順
調
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
部
で
見
受
け
ら
れ
る
間
違
い
や
す
い

出
し
方
を
紹
介
し
ま
す
の
で
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

資
源
物
は
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
や
保
存
版
で
確
認
し
て
か
ら
出
す
よ
う
に

お
願
い
し
ま
す
。

【プラスチック類】

月２回から月３回の収集に拡大します。

【紙　類】

Ａ群とＢ群を別々の日に収集します。

収集ごみの有料化に伴い、旧指定袋を使用する場合に

は、大きさに応じた３種類のシールをはっていただいて

います。

使用状況などを考慮した結果、使用期限を１年再延長

し、16年３月末日までとします。

旧指定袋・シールの使用期限を
再延長します

15年４月から、資源物（プラスチック
類・紙類）の収集回数を拡大します

紙類Ａ群� 紙類Ｂ群�

１. 新聞紙新聞紙� ２. 段ボール段ボール� １. チラシチラシ�

３. 紙　箱紙　箱�

２. 雑誌・その他雑誌・その他�
　　　　        の用紙類の用紙類�

３. 牛乳・ジュースパック牛乳・ジュースパック�

※袋に※袋に�
　入れないで　入れないで�
　ください。　ください。�

※袋に※袋に�
　入れないで　入れないで�
　ください。　ください。�

１. 新聞紙� ２. 段ボール� １. チラシ�

３. 紙　箱�

２. 雑誌・その他�
　　    の用紙類�

３. 牛乳・ジュースパック�

※袋に�
　入れないで�
　ください。�

※袋に�
　入れないで�
　ください。�
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張
り
ぼ
て
や
ミ
ニ
チ
ュ
ア
、
そ
し
て
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
・
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス（
Ｃ
Ｇ
）

を
駆
使
し
た
、
い
わ
ゆ
る
Ｓ
Ｆ
Ｘ
映
画
が

好
き
で
、
先
日
全
国
に
先
駆
け
て
公
開
さ

れ
た
ハ
リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
を
見
ま
し
た
。

60
近
い
男
が
一
人
で
映
画
、
そ
れ
も
ハ

リ
ー
ポ
ッ
タ
ー
を
み
る
姿
を
客
観
的
に
想

像
す
る
と
思
わ
ず
う
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

が
、
そ
の
す
ば
ら
し
い
映
像
技
術
と
セ
ン

ス
を
じ
っ
く
り
と
堪た
ん

能の
う

し
な
が
ら
、
リ
ア

リ
テ
ィ
に
富
ん
だ
バ
ー
チ
ャ
ル
（
仮
想
）

の
世
界
に
浸
っ
て
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
で
、
昨
年
暮
れ
か
ら
今
年
の
夏

に
か
け
て
、
米
国
の
大
企
業
エ
ン
ロ
ン
と

ワ
ー
ル
ド
コ
ム
が
不
正
な
会
計
処
理
を

し
、
そ
の
情
報
操
作
に
よ
っ
て
株
価
の
水

準
維
持
を
図
っ
た
と
し
て
大
問
題
と
な
り

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
社
が
破
綻
し
た

だ
け
で
な
く
、
米
国
企
業
の
信
用
を
失
墜

さ
せ
、
現
在
ま
で
の
株
安
傾
向
の
大
き
な

要
因
と
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

わ
が
国
で
も
、
雪
印
食
品
、
日
本
ハ
ム
、

東
京
電
力
の
不
正
・
不
適
正
な
情
報
操
作

が
、
国
民
の
大
企
業
に
対
す
る
安
心
感
を

打
ち
砕
き
ま
し
た
。
行
政
も
ま
た
、
カ
ラ

出
張
・
官
々
接
待
な
ど
で
厳
し
い
批
判
を

受
け
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で

す
。こ

れ
ら
不
正
な
情
報
を
株
主
や
一
般
国

民
が
見
抜
く
こ
と
は
、
Ｓ
Ｆ
Ｘ
映
画
の
張

り
ぼ
て
や
Ｃ
Ｇ
を
見
抜
く
よ
り
も
難
し
い

こ
と
で
、
発
覚
の
き
っ
か
け
は
ほ
と
ん
ど

が
内
部
告
発
に
よ
る
も
の
で
し
た
。
こ
う

し
た
反
省
か
ら
、
大
企
業
で
は
社
内
の
情

報
交
流
を
重
視
す
る
と
同
時
に
、
株
主
に

対
す
る
積
極
的
な
情
報
提
供
に
動
き
出
し

て
い
ま
す
。

本
市
も
、
情
報
公
開
の
重
要
性
は
す
で

に
認
識
し
て
お
り
、
条
例
の
整
備
は
終
わ

っ
て
い
ま
す
が
、
今
後
さ
ら
に
能
動
的
・

積
極
的
に
市
民
へ
の
情
報
提
供
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
12
月
か
ら
そ
の
一
つ

と
し
て
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
市
長
交
際
費

の
支
出
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
い
て
、
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

ち
な
み
に
、
滝
沢
市
長
は
以
前
か
ら
、

「
公
職
の
立
場
で
お
呼
ば
れ
し
た
と
き
、

な
ぜ
手
持
ち
が
必
要
な
の
だ
ろ
う
か
？
」

と
疑
問
を
感
じ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は
ど

う
考
え
ま
す
か
？

収入役

3

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

大
臣
表
彰
知
事
表
彰

先
月
開
催
さ
れ
た
十
日
町
市
少
年
補
導

委
員
会
設
立
20
周
年
式
典
の
席
上
、
青
少

年
の
健
全
育
成
へ
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

阿
部
洋
子
さ
ん
が
新
潟
県
知
事
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん
は
、
昭
和
59
年
に
十
日
町
市

少
年
補
導
委
員
に
委
嘱
さ
れ
て
以
来
、
青

少
年
の
健
全
育
成
に
情
熱
を
傾
け
、
優
し

く
細
や
か
な
心
づ
か
い
で
、
非
行
防
止
活

動
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

阿
部
さ
ん
は
「
子
ど
も
は
地
域
の
宝
。

殺さ
つ

伐ば
つ

と
し
た
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
近
所
の

大
人
が
子
ど
も
に
優
し
く
声
か
け
で
き
る

社
会
に
な
っ
て
ほ
し
い
」
と
少
年
育
成
へ

の
情
熱
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

11
月
21
日
e
に
埼
玉
県
で
開
催
さ
れ
た

第
43
回
全
国
体
育
指
導
委
員
研
究
協
議
会

の
席
上
、
十
日
町
市
体
育
指
導
委
員
の
野

澤
茂
さ
ん
が
文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。

野
澤
さ
ん
は
、
46
年
の
長
き
に
わ
た
っ

て
体
育
指
導
委
員
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
と
健
康
増
進
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

野
澤
さ
ん
は
「
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
後

輩
の
励
み
に
な
れ
ば
と
頂
戴
し
ま
し
た
。

『
市
民
の
健
康
・
体
指
と
と
も
に
』
を
合

言
葉
に
、
今
後
も
25
人
の
仲
間
と
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
の
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の

普
及
に
努
め
た
い
」
と
受
賞
の
喜
び
を
話

し
て
い
ま
し
た
。

青
少
年
の
健
全
育
成
功
労
で
県
知
事
表
彰

体
育
指
導
の
功
績
で
文
部
科
学
大
臣
表
彰

阿 部 洋 子さん

（稲荷町３北）

野 澤 茂さん

（春日町２）

雪
お
ろ
し
作
業
中
の
事
故
が
毎
年
発
生

し
て
い
ま
す
。
作
業
は
安
全
を
第
一
に
考

え
、
足
も
と
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

屋
根
雪
な
ど
の
道
路
へ
の
投
げ
捨
て
は

禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
や
む
を
え
ず
道
路

に
投
げ
捨
て
た
と
き
は
、
速
や
か
に
片
付

け
て
く
だ
さ
い
。
落
雪
式
屋
根
の
軒
下
に

は
絶
対
に
立
ち
入
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。

雪
お
ろ
し
は
隣
接
す
る
家
の
人
に
声
を

掛
け
、
お
互
い
に
協
力
し
合
い
な
が
ら
行

い
ま
し
ょ
う
。

火
災
な
ど
の
緊
急
時
に
備
え
、
建
物
の

非
常
口
を
確
保
し
ま
し
ょ
う
。
防
火
水
槽

や
消
火
栓
の
除
雪
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

家
の
周
囲
で
の
雪
壁
崩
落
や
消
雪
池
・

流
雪
溝
へ
の
転
落
事
故
も
少
な
く
あ
り
ま

せ
ん
。
特
に
幼
児
や
高
齢
者
が
事
故
に
あ

わ
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

除
雪
作
業
中
は
大
変
危
険
で
す
。
必
ず

誘
導
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
除

雪
作
業
を
す
る
と
き
は
必
ず
誘
導
員
を
付

け
、
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

小
型
除
雪
機
の
事
故
が
毎
年
多
発
し
て

い
ま
す
。
雪
が
詰
ま
っ
た
と
き
は
必
ず
エ

ン
ジ
ン
を
停
止
し
て
か
ら
取
り
除
く
な

ど
、
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

①
作
業
中
は
流
雪
溝
の
ふ
た
が
開
い
て
い

る
こ
と
を
知
ら
せ
る
た
め
、
赤
い
旗
を

掲
示
し
て
く
だ
さ
い
。
作
業
終
了
後
は

速
や
か
に
ふ
た
を
閉
め
て
く
だ
さ
い
。

②
転
落
防
止
の
た
め
、
ふ
た
に
付
け
て
あ

る
十
字
枠
は
絶
対
に
外
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

③
道
路
の
中
央
に
設
置
し
て
あ
る
投
雪
口

を
利
用
す
る
と
き
は
、
必
ず
誘
導
員
を

置
い
て
く
だ
さ
い
。

④
河
川
へ
の
多
量
の
投
雪
は
水
上
が
り
の

原
因
に
な
る
の
で
や
め
て
く
だ
さ
い
。

除
雪
道
路
は
駐
車
禁
止
で
す
。
除
雪
作

業
の
迷
惑
に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。
運
転
者
は
水
は
ね
な
ど
で
歩
行
者
に

迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
気
配
り
あ
る
運
転

を
し
ま
し
ょ
う
。

降
雪
・
積
雪
状
況
に
よ
り
、
交
通
規
制

が
行
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

雪
お
ろ
し
に
注
意

非
常
口
の
確
保
と
事
故
防
止

除
雪
機
械
に
近
寄
ら
な
い

流
雪
溝
の
正
し
い
使
い
方

み
ん
な
で
気
配
り
運
転

水道管・蛇口の凍結
防止は万全ですか

冷え込みがきびしくなると、屋外の

水道管や蛇口が凍って破裂することが

あります。凍結事故による修理費と水

道料金は、使用者の負担になります。十

分な防寒対策を行いましょう。

◆凍結防止対策…凍結しやすい箇所に

保温材を巻く。（発泡スチロールな

ど水を吸収しない素材が有効）

◆凍結したとき…タオルをかぶせ、上

からぬるま湯をゆっくりとかけてく

ださい。急に熱湯をかけると破裂す

ることがあります。

◆破裂したとき…メーターボックス内

の止水栓を閉じてから、指定工事店

に修理をお願いしてください。

■問合せ＝十日町市水道局

（157-3111内線244）

NTT・東北電力
からお願いします

◆屋根の雪おろし作業をするときは、

電線・電話線の切断に注意してくだ

さい。

◆ロータリー除雪車などで除雪作業を

するときは、雪を電線・電話線の方

向に飛ばさないでください。また、

除雪車を電線などに接触させないよ

う注意してください。

◆変圧器や電線に触れると感電する恐

れがあります。電線が切れて路上な

どに落ちていても、絶対にさわらな

いでください。見つけたときは至急

東北電力までお知らせください。

■問合せ＝NTT-ME新潟六日町支店

（1025－778－1616）

東北電力㈱十日町営業所

（152─3107）

問合せ

建設課克雪利雪対策室

（157-3111内線271）

または除雪センター

（下島157-2894）
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十高空手部全国選抜大会出場

11月に金沢市で行われた第16回北信越高等学校空手道新

人大会の団体形で、十日町高校空手道部男子が優勝、女子が

準優勝し、来年３月に日本武道館で行われる第22回全国高

等学校空手道選抜大会の出場権を手にしました。男子は４年

連続、女子は３年連続の出場となります。樋口正紀男子部主

将と小林真美女子部主将は、「何とか予選を突破して日本武

道館で自分たちの形を演武したい」と抱負を話していました。

染織文化祭2002

「和」を基調に染織技術を活用した和装品・工芸品の作

品展「染織文化祭2002」が11月23日（勤労感謝の日）～25日

bの３日間にわたりクロス10で開催されました。会場には県

内から一般公募された和装・工芸作品が展示され、約3,000人

の来場客が職人の研ぎ澄まされた技術と感性をたん能しまし

た。また、本場大島紬など全国10産地の和装製品を紹介する

「和装文化交流展」も同時に開催され、人気を呼んでいました。

11
月
21
日
e
、
十
日
町
情
報
館
で
、

岡
田
恵
美
子
さ
ん
と
相
良
カ
ヨ
さ
ん
を

迎
え
て
の
原
爆
被
爆
者
講
演
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
小
学
３
年
生
で
被
爆
し

た
岡
田
さ
ん
は
、
家
族
と
の
生
き
別
れ

や
地
獄
と
化
し
た
広
島
の
模
様
を
、
時

折
涙
し
な
が
ら
証
言
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
被
爆
者
支
援
団
体
の
相
良
さ
ん
は
、

57
年
を
過
ぎ
て
な
お
、
苦
し
み
続
け
る

被
爆
者
の
実
情
を
話
さ
れ
「
世
界
に
広

島
の
実
態
と
被
爆
者
の
声
を
届
け
る
必

要
が
あ
る
」
と
力
説
さ
れ
ま
し
た
。

被
爆
者
の
涙
、
心
の
叫
び

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。

本
町
１
丁
目
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
と

本
町
５
丁
目
商
店
街
の
ア
ー
ケ
ー
ド
・
本

町
６
丁
目
商
店
街
の
歩
道
カ
ラ
ー
舗
装
が

完
成
し
、
11
月
24
日
a
に
そ
れ
ぞ
れ
完
成

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１
丁
目
の
式
典
で
は
、
本
町
１
丁
目
商

店
街
振
興
組
合
の
富
井
福ふ
く

一か
ず

理
事
長
が

「『
出
会
い
、
ふ
れ
あ
い
、
な
じ
ょ
だ
の
通

り
』
と
い
う
新
た
な
通
り
の
名
に
ふ
さ
わ

し
く
な
る
よ
う
、
元
気
に
頑
張
っ
て
い
き

た
い
。
今
後
は
和
風
の
空
間
を
活
用
し
、

に
ぎ
や
か
さ
の
創
出
に
全
力
を
あ
げ
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
５
・
６
丁
目
の
式
典
で
は
、
本

町
５
・
６
丁
目
商
店
街
振
興
組
合
の
西
野

伸
一
理
事
長
が
「
集
客
性
・
安
全
性
・
快

適
性
の
向
上
の
た
め
に
取
り
組
ん
だ
事
業

で
す
。
『
木こ

も
れ
陽び

通
り
』
と
い
う
名
の

と
お
り
、
一
軒
一
軒
が
キ
ラ
リ
と
光
る
よ

う
努
め
た
い
」
と
語
っ
て
い
ま
し
た
。

両
式
典
で
滝
沢
市
長
は
「
中
心
商
店
街

の
ハ
ー
ド
面
の
改
築
は
す
べ
て
完
了
し
ま

し
た
。
来
年
は
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
も
完
成

す
る
こ
と
か
ら
、
ス
テ
ー
ジ
か
ら
中
心
商

店
街
ま
で
お
客
様
に
回
遊
し
て
も
ら
う
た

め
の
相
乗
的
な
取
り
組
み
に
尽
力
し
た

い
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
規
格
と
事
業
費
（
東
側
西

側
合
計
）
は
、
１
丁
目
が
幅
員
２
・
３
５

ｍ
延
長
６
７
２
ｍ
、
４
億
２
、
６
９
２
万

円
。
５
・
６
丁
目
が
幅
員
３
ｍ
、
延
長
６

１
６
ｍ
、
２
億
９
、
３
１
８
万
円
で
す
。

「
大
地
の
芸
術
祭
　
越
後
妻
有
ア

ー
ト
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
が
、
東
京

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
協
会
（
会
長
　
山
口

信
夫
・
東
京
商
工
会
議
所
会
頭
）
主

催
の
表
彰
、
東
京
ク
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

大
賞
で
「
ア
ー
ト
シ
ー
ン
創
造
賞
」

を
受
賞
し
ま
し
た
。

こ
の
賞
は
、
昭
和
62
年
の
制
定
以

来
、
16
年
間
に
わ
た
っ
て
「
公
共
性
」

「
文
化
性
」「
国
際
性
」
な
ど
を
基
準

に
、
未
来
に
足
跡
を
残
し
う
る
取
り

組
み
に
毎
年
贈
ら
れ
て
い
ま
す
。
過

去
に
は
ア
ニ
メ
作
家
・
監
督
の
宮
崎

駿
さ
ん
も
「
話
題
賞
」
を
受
賞
し
て

い
ま
す
。

今
回
の
芸
術
祭
の
受
賞
は
、
評
論

家
の
大
宅
映
子
さ
ん
な
ど
各
界
著
名

人
の
選
考
に
よ
っ
て
、
68
件
の
ノ
ミ

ネ
ー
ト
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
も
の
で
、

県
内
初
の
快
挙
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
全
体
を
美
術
館
に
見
立
て
た

ユ
ニ
ー
ク
な
地
域
お
こ
し
の
手
法
、

作
家
・
地
域
住
民
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
三
者
が
交
流
を
深
め
な
が
ら
地
域

の
魅
力
を
高
め
る
作
品
を
作
り
上
げ

た
点
が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
社
会
全
体
の
判
断
基
準
が

経
済
効
果
の
み
に
比
重
が
置
か
れ
る

中
、
前
例
の
な
い
イ
ベ
ン
ト
に
取
り

組
ん
だ
先
見
性
が
審
査
員
の
目
を
引

き
ま
し
た
。

豪
雪
地
帯
の
越
後
妻
有
地
域
に
お

い
て
、
地
域
の
活
性
化
や
心
の
ふ
れ

あ
い
を
同
時
に
引
き
出
そ
う
と
し
た

北
川
フ
ラ
ム
総
合
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
の
手
腕
、
さ
ら
に
は
第
２
回
開
催

に
向
け
て
精
力
的
に
活
動
を
続
け
る

「
こ
へ
び
隊
」
も
選
考
理
由
に
挙
げ

ら
れ
、
今
後
日
本
が
進
む
べ
き
方
向

性
を
先
取
り
し
て
い
る
と
の
賞
賛
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

受
賞
に
は
、
第
２
回
芸
術
祭
の
成

功
と
期
待
の
意
味
も
込
め
ら
れ
て
お

り
、
来
年
度
の
開
催
に
向
け
一
層
の

弾
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

大
地
の
芸
術
祭
が
ア
ー
ト
シ
ー
ン
創
造
賞
受
賞

時
代
を
先
取
り
し
た
地
域
お
こ
し
に
高
い
評
価

36

第２回
大地の芸術祭

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

越後妻有
アートトリエンナーレ

2003

本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成本町通りの夢結ぶ、アーケード・カラー舗装が完成
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農
業
を
営
み
、
冬
季
間
は
季
節
労
働
を
し

て
い
ま
し
た
。
昭
和
41
年
に
知
人
に
勧
め
ら

れ
る
ま
ま
、
知
人
の
も
と
で
絣
づ
く
り
の
技

術
を
学
び
ま
し
た
。

需
要
が
多
か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
45
年
に

独
立
し
、
自
宅
で
仕
事
を
始
め
ま
し
た
。
発

注
元
の
信
用
を
得
る
た
め
に
、
て
い
ね
い
な

仕
事
や
約
束
の
時
間
ま
で
に
仕
上
げ
る
こ
と

に
気
を
つ
け
ま
し
た
。
深
夜
ま
で
仕
事
を
す

る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
し
た
。

経た
て

糸
、
緯よ

こ

糸
を
く
び
る
仕
事
は
、
当
時
す

べ
て
手
作
業
で
し
た
が
、
今
は
機
械
で
や

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
機

械
処
理
で
き
な
い
部
分
も
あ
り
ま
す
。
全

盛
時
の
３
分
の
１
の
量
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
今
で
も
安
定
し
て
仕
事
が
入

っ
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
私
を
信
用

し
、
私
の
技
術
を
買
っ
て
も
ら
っ
て
い
る

も
の
だ
と
、あ
り
が
た
く
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
っ
た
当
時
は
、

絣
は
模
様
が
か
す
っ
て
い
れ
ば
よ
か
っ
た

の
で
す
が
、
今
は
模
様
が
は
っ
き
り
し
て

い
る
も
の
が
主
流
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
時
代
の
流
れ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

自
分
で
手
が
け
た
絣
が
織
り
あ
が
っ
た
も

の
を
発
注
元
に
よ
く
見
に
行
き
ま
す
。
イ
メ

ー
ジ
ど
お
り
に
出
来
上
が
っ
た
も
の
を
見
る

こ
と
が
励
み
に
な
り
ま
す
ね
。

昭
和
56
年
以
来
、
20
年
以
上
に
わ

た
り
日
本
人
の
死
亡
原
因
の
第
１
位

は
「
が
ん
」
が
占
め
て
お
り
、
国
民

の
約
３
人
に
１
人
が
「
が
ん
」
で
亡

く
な
っ
て
い
ま
す
。

十
日
町
市
で
も
が
ん
が
死
亡
原
因

の
ト
ッ
プ
を
占
め
、
平
成
12
年
度
の

全
死
亡
者
４
１
０
人
の
う
ち
、
１
１

１
人
が
が
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

が
ん
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
長
い

年
月
を
か
け
て
進
行
し
、
特
に
中
高

年
に
な
っ
て
現
れ
ま
す
。
ま
た
、
自

覚
症
状
が
少
な
く
、
気
が
つ
い
た
と

き
に
は
か
な
り
進
行
し
て
い
ま
す
。

市
で
は
隠
れ
た
病
気
の
芽
を
探
し

出
し
、
早
め
に
手
を
打
つ
た
め
に
、

各
種
が
ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

検
診
で
発
見
さ
れ
た
が
ん
の
う

ち
、「
胃
が
ん
」
で
は
約
62
％
、「
大

腸
が
ん
」
で
は
約
78
％
が
早
期
が
ん

で
し
た
。
年
代
別
で
は
60
歳
台
で
の

が
ん
発
見
が
目
立
ち
ま
す
。

年
１
回
は
が
ん
検
診
を
受
診
し
、

元
気
な
毎
日
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

最
大
の
敵
「
が
ん
」

早
期
発
見
・
早
期
治
療
で

健
康
な
毎
日
を

0

3

6

9

12

15
年齢別がん発見数（H10～12の３年合計）�

40歳代� 50歳代� 60歳代� 70歳代� 80歳以上�（年齢）�

（人）�

2 2
3

5

13
14

8

10

1

胃がん�

大腸がん�

9

４
人
兄
弟
の
長
女
で
す
。
高
校
生
と
中
学

生
の
妹
、
小
学
生
の
弟
が
い
ま
す
。
２
人
の

妹
は
、
学
校
の
話
や
恋
の
話
な
ど
最
近
何
で

も
話
し
て
く
れ
ま
す
。
良
き
相
談
相
手
と
い

っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。
弟
と
は
口
げ
ん

か
も
す
る
け
ど
仲
が
良
く
、
年
の
差
も
あ
ま

り
感
じ
ま
せ
ん
。
と
き
ど
き
自
分
の
子
ど
も

と
間
違
え
ら
れ
る
ん
で
す
よ
。

趣
味
は
お
菓
子
作
り
と
料
理
で
す
。
お
菓

子
は
本
を
見
な
が
ら
ク
ッ
キ
ー
や
ケ
ー
キ
な

ど
を
作
り
ま
す
。
何
回
か
作
る
う
ち
に
覚
え

ま
す
ね
。
家
族
の
評
判
も
い
い
で
す
よ
。

料
理
は
炒
め
物
が
得
意
で
す
。
最
近
は
、

チ
ャ
ー
ハ
ン
に
は
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
日

の
冷
蔵
庫
の
中
に
あ
る
材
料
を

見
て
組
み
合
わ
せ
を
決
め
る
ん

で
す
よ
。
ま
た
、
和
風
カ
レ
ー

も
得
意
で
す
。
父
譲
り
の
特
製

カ
レ
ー
を
自
分
な
り
に
研
究
し

味
付
け
し
た
も
の
で
す
。
こ
れ

も
な
か
な
か
好
評
で
す
ね
。

将
来
の
夢
は
、
調
理
師
免
許

を
取
り
、
市
内
に
自
分
の
お
店

を
持
つ
こ
と
で
す
。
小
さ
く
て

も
い
い
の
で
、
年
代
を
問
わ
ず

子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
気

軽
に
入
れ
る
喫
茶
店
が
い
い
で
す
ね
。
高
校

の
と
き
か
ら
の
夢
な
の
で
、
何
と
か
実
現
さ

せ
た
い
で
す
。

樋口理恵さん
1983年生

ホワイトシャトー勤務

池
田
光
正
さ
ん（
高
山
第
３
）

絣
づ
く
り
の
仕
事
が
好
き
で
、
あ
せ
ら
ず
じ
っ

く
り
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
自
分
で
作
っ
た
絣

が
織
り
こ
さ
ん
か
ら
織
り
や
す
い
と
言
っ
て
も

ら
え
る
の
が
う
れ
し
い
で
す
ね
。

小
さ
く
て
も
自
分
の
お
店
を
持
ち
た
い
で
す

青
春

リ
レ
ー

先月の関口大輔さんからバトンタッチ。93

九

昭
和
13
年
生
ま
れ
の
64
歳
。
41
年
に
絣
づ
く
り

の
道
に
入
り
、
45
年
に
独
立
。
平
成
元
年
に
十

日
町
絣
染
色
部
門
の
伝
統
工
芸
士
に
認
定
さ
れ

る
。

う
ち
の
め
ご
ち
ゃ
ん
募
集
中
で
す
。

歌が大好きな輝ちゃんは、「大きな古時計」などレパートリーがいっぱい。

いつも振り付きで歌っています。保育園ではお店屋さんごっこがお気に入

り。将来は何になるんだろうと家族は楽しみにしています。

さとう　きらりちゃん　平成12年５月29日生まれ 南鐙坂

佐
藤
　
輝
ち
ゃ
ん

H12 十日町市の死亡数の割合�

がん�
  27％�

脳卒中�
20％�心臓病心臓病�

1414％�

肺炎肺炎 8 8％�

不慮の事故不慮の事故�
　7％�

心臓病�
14％�

肺炎 8％�

不慮の事故�
　7％�

その他�
24％�

死亡者�
410人�

平成14年12月10日号
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国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
な
ど

の
申
告
に
際
し
、
全
額
社
会
保
険
料

控
除
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
本
人
は
も

ち
ろ
ん
、
家
族
の
分
と
し
て
納
め
た

保
険
料
も
対
象
と
な
り
ま
す
。
■
控

除
の
対
象
と
な
る
保
険
料
は
、
14
年

１
月
〜
12
月
の
１
年
間
に
納
め
た
次

の
金
額
で
す
。
①
毎
月
納
め
た
保
険

料
②
前
納
と
し
て
一
括
で
納
め
た
保

険
料
③
過
去
の
未
納
分
を
納
め
た
保

険
料
④
免
除
期
間
を
納
め
た
追
納
保

険
料
■
領
収
証
書
は
再
発
行
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、「
納
入
証
明
書
」
は

社
会
保
険
事
務
所
か
ら
送
付
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
領
収
証
書
は
大
切
に
保

管
し
ま
し
ょ
う
。
万
が
一
、
領
収
証

書
な
ど
を
な
く
し
納
付
額
を
確
認
で

き
な
い
場
合
は
、
社
会
保
険
事
務
所

に
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
■
問
合
せ
＝

市
民
生
活
課
国
民
年
金
係
（
内
線
１

５
１
）
ま
た
は
新
潟
社
会
保
険
事
務

局
六
日
町
事
務
所
（
1
０
２
５
―
７

７
０
―
２

２
１
１
）

●
降
雪
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
除
雪

や
ご
み
収
集
作
業
に
支
障
の
な
い
よ

う
に
、
地
域
で
の
ク
リ
ー
ン
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
管
理
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
青
い
か
ご
が
重
ね
て
使
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
広
げ
て
有
効
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

●
埋
立
て
ご
み
は
、
指
定
袋
に
入
れ

な
い
と
収
集
し
ま
せ
ん
。

●
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
は
、
収
集
日
の

午
前
８
時
30
分
ま
で
に
出
し
て
く
だ

さ
い
。

■
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
衛
生
施
設

組
合
（
1
52
｜
３
９
２
４
）

■
市
役
所
＝
12
月
28
日
g
〜
１
月
５

日
a
ま
で
業
務
を
休
み
ま
す
。

た
だ
し
、
市
民
生
活
課
、
健
康
福

祉
課
、
介
護
保
険
課
、
税
務
課
、
会

計
課
、
水
道
局
の
窓
口
は
28
日
g
と

30
日
b
の
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
の

間
は
業
務
を
行
い
ま
す
。

※
情
報
館
で
の
、
戸
籍
抄
本
な
ど
の

証
明
書
の
発
行
は
28
日
g
午
後
１
時

〜
５
時
、
１
月
４
日
g
・
５
日
a
の

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時
の
間
は

受
け
付
け
ま
す
。

■
公
民
館
本
館
・
各
地
区
館
＝
27
日

f
は
午
後
５
時
で
閉
館
。
12
月
28
日

g
〜
１
月
６
日
b
ま
で
休
館
し
ま
す
。

■
博
物
館
＝
12
月
27
日
f
〜
１
月
４

日
g
ま
で
休
館
し
ま
す
。

■
総
合
体
育
館
＝
12
月
28
日
g
〜
１

月
４
日
g
ま
で
休
館
し
ま
す
。

■
情
報
館
＝
12
月
29
日
a
〜
１
月
３

日
f
ま
で
休
館
し
ま
す
。

■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
＝
12
月
29
日

a
〜
１
月
５
日
a
ま
で
休
館
し
ま
す
。

※
こ
の
間
は
「
児
童
館
」
も
休
館
し

ま
す
。

【
ご
み
収
集
】
12
月
30
日
b
ま
で
は

平
常
業
務
を
行
い
ま
す
。
12
月
31
日

c
〜
１
月
５
日
a
の
間
は
、
ご
み
収

集
業
務
を
休
み
ま
す
。
た
だ
し
、
１

月
４
日
g
は
焼
却
場
と
高
城
沢
不
燃

物
一
時
保
管
場
所
で
の
搬
入
受
付
は

行
い
ま
す
。

な
お
、
年
末
は
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、
ご
み
を
持
ち
込
む
場
合
は
早

め
に
お
願
い
し
ま
す
。
■
持
ち
込
み

■
日
時
＝
１
月
19
日
a
正
午
〜
午
後

３
時
30
分
■
会
場
＝
ク
ロ
ス
10
■
参

加
費
＝
一
般
１
、
０
０
０
円
、
小
・

中
・
高
校
生
５
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
申
込
み
＝
12
月
25
日
d
ま
で
に
、

申
込
書
（
公
民
館
本
館
、
各
地
区
公

民
館
に
配
置
）
を
公
民
館
本
館
、
各

地
区
公
民
館
に
提
出
■
問
合
せ
＝
十

日
町
市
書
道
協
会
・
田
中
澄
雄
（
1

０
９
０
│
３
６
４
５
│
２
２
５
０
）

■
日
時
＝
12
月
14
日
g
午
後
７
時
〜

■
会
場
＝
公
民
館
本
館
■
入
場
料
＝

無
料
■
問
合
せ
＝
十
日
町
リ
コ
ー
ダ

ー
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
小
泉
（
1
57
│

２
４
４
３
）

親
子
で
楽
し
く
ゲ
ー
ム
＆
プ
レ
ゼ

ン
ト
交
換
。
ケ
ー
キ
と
飲
み
物
も
あ

り
ま
す
。
■
日
時
＝
12
月
15
日
a
午

後
１
時
30
分
〜
■
会
場
＝
公
民
館
本

館
■
参
加
費
＝
１
人
２
０
０
円
■
持

ち
物
＝
２
０
０
円
く
ら
い
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
、
お
皿
、
カ
ッ
プ
、
フ
ォ
ー
ク

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
水
落
静
子

（
1
56
│
２
１
４
４
）

■
日
時
と
内
容
＝
▼
１
月
９
日
e
午

後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分
、「
ス
ト

レ
ス
と
上
手
に
つ
き
あ
う
に
は
」

「
精
神
疾
患
を
知
る
│
統
合
失
調
症
、

躁そ
う

鬱う
つ

病
」
講
師
‥
山
下
正
廣
氏
（
中

条
第
二
病
院
）
ほ
か
▼
１
月
14
日
c

午
後
１
時
30
分
〜
４
時
、「
精
神
障

害
者
の
た
め
の
福
祉
制
度
、
社
会
資

源
を
知
る
」「
当
事
者
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」
講
師
‥
ロ
ー
ド
（
新
潟
市
）

会
員
ほ
か
■
会
場
＝
十
日
町
健
康
福

祉
事
務
所
■
問
合
せ
＝
十
日
町
健
康

福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課
（
1
57
│

２
４
０
２
）

雪
ま
つ
り
実
行
委
員
会
で
は
「
雪

上
カ
ー
ニ
バ
ル
」
で
披
露
す
る
「
Y

O
S
A
K
O
I
ソ
ー
ラ
ン
踊
り
」
の

出
演
者
を
募
集
し
ま
す
。
■
出
演
日

時
＝
２
月
15
日
g
午
後
６
時
〜
■
募

集
人
数
＝
先
着
80
人
※
中
学
生
以
上

■
練
習
日
＝
１
月
20
日
b
、
２
月
５

日
d
・
７
日
f
・
11
日
（
建
国
記
念

日
）
・
12
日
d
ほ
か
１
回
■
協
力
＝

南
部
体
育
協
会
■
申
込
み
・
問
合
せ

＝
１
月
10
日
f
ま
で
に
、
十
日
町
雪

ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
1
57
│
３
３

４
５
）

15
年
４
月
１
日
付
け
採
用
の
診
療

放
射
線
技
師
１
人
を
募
集
し
ま
す
。

■
資
格
＝
診
療
放
射
線
技
師
免
許
を

有
す
る
、
昭
和
48
年
４
月
２
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人
■
申
込
み
締
切
り
＝

１
月
９
日
e
午
後
５
時
必
着
■
試
験

日
＝
１
月
21
日
c

■
募
集
要
項
請

求
・
問
合
せ
＝
魚
沼
地
域
胃
集
団
検

診
協
議
会
（
〒
９
４
７
│
０
０
２
８

小
千
谷
市
城
内
２
丁
目
６
番
５
号
小

千
谷
市
健
康
セ
ン
タ
ー
内
1
０
２
５

８
│
82
│
５
５
１
１
）
※
郵
送
で
請

求
の
場
合
は
角
２
の
返
信
用
封
筒
に

あ
て
先
を
明
記
し
１
２
０
円
切
手
を

は
っ
た
も
の
を
同
封

テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
を
利
用
し
て
授

業
を
行
う
通
信
制
大
学
（
大
学
院
）

で
す
。
■
募
集
学
生
＝
▼
学
部
‥
全

科
履
修
生
（
卒
業
を
目
指
す
）、
選
科

履
修
生
（
１
年
間
在
学
）、
科
目
履
修

生
（
１
学
期
間
在
学
）、
▼
大
学
院
‥

修
士
科
目
生
■
募
集
期
間
＝
12
月
15

日
a
〜
15
年
２
月
28
日
f
■
学
費
＝

各
コ
ー
ス
で
入
学
料
、
授
業
料
が
必

要
■
資
料
請
求
・
問
合
せ
＝
放
送
大

学
新
潟
学
習
セ
ン
タ
ー
（
1
０
２
５

│
２
２
８
│
２
６
５
１
）

住
宅
の
敷
地
に
使
っ
て
い
る
土
地

は
、
特
例
に
よ
り
、
事
務
所
や
店
舗

な
ど
住
宅
以
外
の
敷
地
に
使
っ
て
い

る
土
地
に
比
べ
固
定
資
産
税
が
軽
減

さ
れ
ま
す
。
14
年
中
に
次
の
よ
う
な

異
動
が
あ
っ
た
人
は
、
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。

①
こ
れ
ま
で
住
宅
の
敷
地
で
な
か
っ

た
土
地
に
新
築
ま
た
は
増
築
し
た
人

②
事
務
所
や
店
舗
な
ど
を
住
宅
に
変

え
た
人
③
住
宅
を
取
り
壊
し
た
人
ま

た
は
事
務
所
や
店
舗
な
ど
住
宅
以
外

の
も
の
に
か
え
た
人

■
申
告
先
＝
印
鑑
を
持
参
し
、
１
月

17
日
f
ま
で
に
税
務
課
資
産
税
係

（
内
線
１
１
１
）

第
８
回
市
民
書
初
め
大
会

住
宅
用
地
の
異
動
は
申
告
を

年
末
年
始
は

市
の
業
務
を
休
み
ま
す

精
神
保
健
福
祉
講
座

魚
沼
地
域
胃
集
団
検
診

協
議
会
職
員
募
集

平
成
15
年
度
第
１
学
期（
４
月
入
学
）

放
送
大
学
学
生
募
集

◆定　員 １回につき４人まで

※部活動などで４人以上での受講希望は早

めにご相談ください。

無料体験登録講習会 中学生・高校生
特別無料登録講習会

14：00～15：00

15：30～16：30

土

日

18：30～19：30

この機会にぜひご利用ください。定員があります。事前に予約してください。

受講後「会員登録証」を発行します。継続利用する人は、「１回券」または「定期券」を購入ください。

14：00～15：00

10：30～11：30

15：30～16：30

10：30～11：30

14：00～15：00

15：30～16：30

月

水

木

金

土

日・祝日

20：00～21：00

20：00～21：00

18：30～19：30

◆日　時 15年１月５日a～２月28日f

◆日　時 15年３月30日aまでの

冬季間の基礎体力づくり・筋力アップをサポートし

ます。インストラクターが正しいトレーニングの仕方

をお教えします。

「体ならしメニュー」…インストラクターの指導によるスト
レッチ、エアロバイク、マシン、エ
クササイズの体験と正しい使用説明

だれにでもできる「体ならしメニュー」を行います。

申込み・問合せ
総合体育館
152-4377

十
日
町
リ
コ
ー
ダ
ー

ア
ン
サ
ン
ブ
ル
発
表
会

十
日
町
お
や
こ
劇
場

ク
リ
ス
マ
ス
会

年
末
年
始
は
ご
み
収
集
・

し
尿
汲
み
取
り
を
休
み
ま
す

■十日町地域福祉基金へ＝クロー

バフォー（川西町・100,000円）

■情報館へ＝岡田隆玄（中町）菅

井隆（谷内丑１）金子ユキエ（旭

ヶ丘）岩田久美子（天池）星名

敏夫（中町）柳沢明広（上町）

■博物館へ＝樋熊利吉（本町７－

１）山口ヨシノ（四日町４）富

沢和久（塚田）富井宏幸（水沢

２）水落邦治（上新田３）

■社会福祉事業へ＝桑原達雄（山

本町３・玄米60o）高橋宣昭

（千葉市・1,000,000円）

■赤い羽根共同募金へ＝ボーイス

カウト十日町一団（60,286円）

長助お客様一同（15,478円）

寄付ありがとう
11月25日届出分まで（敬称略）

ご
み
・
資
源
物
収
集
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
申
告
し
ま
し
ょ
う

お知らせ・ガイドお知らせ・ガイド

第
54
回
十
日
町
雪
ま
つ
り

「
雪
上
カ
ー
ニ
バ
ル
」

出
演
者
募
集

中 高 年 の 肥 満 予 防 に ！ ト レ ー ニ ン グ に ！

総合体育館トレーニング室　無料体験

学校週５日
制に伴う
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ゆずります……

品　　　名番号 規　格 希望価格

カ ラ ー テ レ ビ 14型 無　料

洗 濯 機 ２槽式 無　料

電 話 機 ・ 子 機 付 無　料

マラソンシューズ
（ソーティージャパン、ワイドサイズ）

2002モデル
27㎝ 3回使用 5,000円

ノルデック用
スキー・ストック

180㎝
靴24㎝ 無　料

アルペン用
スキー・ストック

160㎝靴24.5㎝
２台 無　料

三 味 線 30,000円

ス ト ー ブ ガ ー ド
パイプ式・
折りたたみ式
各1セット

無　料

スプレーガンRG-2 30個
カップPC-61 29個

業務用未使用 相談で

スノータイヤ　ホイール付 スズキアルト
４本 5,000円

ジューキ高級手編み機
ハイメモリー

KE1300L 無　料

ク ー ラ ー ２～３年使用 相談で

木製学習机・イス付 コクヨ２台 無　料

チャイルドシート
４か月～３歳用

1年半使用
紺・灰色 3,000円

ワ ー プ ロ ＮＥＣ文豪Ⅴ 相談で

アルペンスキー靴 20･23･25･
26㎝各1足 相談で

学 生 ズ ボ ン（黒）
４～５回着用

ウエスト70㎝
股下70㎝ 2,000円

クボタ　コンバイン Ｒ1-22 3条刈
完全整備済み 相談で

体 育 用 マ ッ ト 無　料

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

帯・紬の端切れ又は着物 無　料

水 屋 タ ン ス ６尺×６尺 相談で

乳 児 用 服 ５か月～１歳位 無　料

車 い す 無　料

布 団 乾 燥 機 無　料

50 ｃｃ　バ　イ　ク 相談で

二 段 ベ ッ ト 中学生用 無　料

車 い す 無　料

唐
とう

箕
み

小　型 相談で

*消費者協会（市民生活課生活環境係内線159）へ

*ゆずります受付開始 12月16日b 午前９時

ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください
ゆずります
ゆずってください

ゆずってください……

時
間
＝
焼
却
場
‥
午
前
８
時
45
分
〜

午
後
４
時
45
分
、
高
城
沢
不
燃
物
一

時
保
管
所
‥
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

30
分

【
資
源
物
回
収
セ
ン
タ
ー
】
12
月
29

日
a
・
30
日
b
は
平
常
受
付
業
務

（
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分
）
を

行
い
ま
す
。
た
だ
し
、
事
業
系
か
ら

排
出
さ
れ
た
資
源
物
の
搬
入
は
受
け

付
け
ま
せ
ん
。

【
し
尿
汲
み
取
り
】
12
月
28
日
g
〜

１
月
５
日
a
ま
で
、
し
尿
汲
み
取
り

は
休
み
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
十
日
町
地
域
衛
生
施
設

組
合
（
1
52
│
３
９
２
４
）

■
休
館
日
＝
12
月
29
日
a
〜
１
月
１

日
d
※
12
月
28
日
g
は
正
午
閉
店
■

営
業
日
＝
１
月
２
日
e
・
３
日
f
は

物
産
ホ
ー
ル
（
午
前
９
時
〜
午
後
６

時
）・
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
（
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
）
・
食
堂
は
小
嶋
屋
（
午

前
11
時
〜
午
後
２
時
）
の
み
営
業
。

４
日
g
よ
り
通
常
営
業
。
６
日
b
は

午
前
９
時
30
分
か
ら
営
業
■
問
合
せ

＝
ク
ロ
ス
10
（
1
57
│
２
３
２
３
）

経
済
産
業
省
で
は
、
工
業
統
計
調

査
を
12
月
31
日
c
現
在
で
実
施
し
ま

す
。
工
業
統
計
調
査
は
製
造
業
を
営

む
事
業
所
を
対
象
に
、
活
動
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

調
査
結
果
は
行
政
施
策
の
重
要
な
基

礎
資
料
と
し
て
、
ま
た
、
研
究
資
料

や
教
材
な
ど
広
く
利
用
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
調
査
票
に
記
入
し
て
い
た
だ

い
た
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘

密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。
正
確
な
記
入

を
お
願
い
し
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
総

務
課
文
書
統
計
係
（
内
線
２
２
４
）

飲
食
店
や
給
食
施
設
で
働
い
て
い

る
調
理
師
は
、
２
年
に
１
回
就
業
届

を
知
事
に
提
出
す
る
こ
と
が
義
務
付

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
■
届
出
義
務
の

あ
る
調
理
師
＝
飲
食
店
営
業
・
魚
介

類
販
売
業
・
惣
菜
製
造
業
で
働
く
調

理
師
、
寄
宿
舎
・
学
校
・
病
院
・
社

会
福
祉
施
設
・
介
護
老
人
施
設
・
矯

正
施
設
・
そ
の
他
の
給
食
施
設
で
働

く
調
理
師
■
届
出
内
容
＝
12
月
31
日

c
現
在
の
就
業
状
況
■
届
出
・
問
合

せ
＝
１
月
15
日
d
ま
で
に
、
十
日

町
・
中
魚
沼
調
理
師
会
事
務
局
（
十

日
町
健
康
福
祉
事
務
所
内
1
57
│
０

８
８
５
）

高
校
や
大
学
、専
修
学
校
、各
種
学

校
な
ど
の
入
学
・
在
学
者
の
保
護
者

は
国
民
生
活
金
融
公
庫
の
「
国
の
教

育
ロ
ー
ン
」
を
利
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
（
所
得
制
限
あ
り
）。
■
融

資
限
度
額
＝
２
０
０
万
円
■
金
利
＝

年
１
・
６
％
（
11
月
11
日
現
在
）
■

返
済
期
間
＝
10
年
以
内（
在
学
期
間

内
で
元
金
の
据
置
可
）
■
返
済
方
法

＝
毎
月
元
利
均
等
払
（
ボ
ー
ナ
ス
併

用
可
）
■
問
合
せ
＝
国
民
生
活
金
融

公
庫
長
岡
支
店
（
1
０
２
５
８
│
36

│
４
３
６
０
）

市
道
で
危
険
な
場
所
な
ど
に
気
付

い
た
と
き
は
、
市
建
設
課
克
雪
利
雪

対
策
室
維
持
係
（
内
線
２
７
１
）
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

気
温
が
低
く
降
雪
が
続
く
時
期
や

融
雪
期
は
、
雪
崩
が
起
こ
り
や
す
く

な
り
ま
す
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
雪
山
や
ス
キ
ー
場
な
ど
で

は
、
危
険
な
場
所
に
近
づ
か
な
い
よ

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
雪
崩
の
兆
候
や

危
険
な
場
所
を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ

に
避
難
し
て
最
寄
り
の
市
町
村
ま
た

は
土
木
（
砂

防
）
事
務
所

へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

土・日曜日と祝祭日、小・中学生の冬・春休み期間中は、ＪＲ

十日町駅前より国道117号経由で送迎バスが出ます。ご利用くだ

さい。

■十日町駅前発：午前８時30分、10時30分

■スキー場発：午後３時、５時

ナイター営業が変わりました
今年度よりナイター営業は、土・日・祝祭日・年末年始（12月

28日g～１月３日f）になります。

チャレンジお待ちしています
■当間ナイターカップ：２月８日g、３月８日g

■第18回十日町・当間カップＧＳ大会：３月21日（春分の日）
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■問合せ

上越国際当間スキー場

（158－3291）

雪
崩
に
注
意
！

国
の
教
育
ロ
ー
ン

降
雪
期
前
の

市
道
安
全
点
検
実
施
中

～一千枚の大合唱を目指して～

十日町産地の布地を
ご寄付ください

十日町キルターズ協会（ＴＱＡ）では、

15年度に完成する十日町ステージの壁

面に十日町産地の布地を使った巨大なキ

ルトタペストリーを寄贈することになり

ました。このキルトに使用する十日町産

地の布地（染ちりめん、リンズ、紬ほか）

を少しでもかまいませんのでご寄付くだ

さい。

市民一人ひとりが手と手をつなぐ、心

のこもった作品を作りたいと思います。

ご協力をお願いします。

■ＴＱＡ協会メンバー

阿部ムツ子、湯沢澄子、山内レン、

田村孝、村山峰子、田口節子

■問合せ

阿部ムツ子（昭和町１157－9272）

調
理
師
の
就
業
届
を

お
忘
れ
な
く

製
造
業
事
業
所
の
皆
さ
ん
へ

統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

ク
ロ
ス
10
年
末
年
始
の
営
業

義
務
教
育
就
学
前
の
児
童
を
養
育

し
、
前
年
所
得
が
一
定
額
以
下
の
人

に
、
申
請
し
た
翌
月
分
か
ら
支
給
さ

れ
ま
す
。
■
手
当
月
額
＝
第
１
子
・

第
２
子
‥
５
、
０
０
０
円
、
第
３
子

以
降
（
一
人
に
つ
き
）
１
０
、
０
０

０
円
■
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
国
民

年
金
係
（
内
線
１
５
１
）
※
公
務
員

は
各
職
場
へ

父
と
生
計
を
共
に
し
て
い
な
い
児

童
を
養
育
・
監
護
し
て
い
る
母
ま
た

は
養
育
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
■
支

払
期
間
＝
申
請
の
翌
月
か
ら
児
童
が

18
歳
到
達
後
、
最
初
の
３
月
31
日
ま

で
（
障
害
が
あ
る
児
童
は
20
歳
ま
で
）

■
対
象
＝
①
父
母
が
離
婚
し
た
児
童

②
父
が
遺
棄
ま
た
は
死
亡
し
た
児
童

③
父
が
重
度
の
障
害
者
で
あ
る
児
童

④
未
婚
の
母
の
児
童
⑤
父
が
生
死
不

明
の
児
童
な
ど
■
支
給
制
限
＝
母
、

扶
養
者
な
ど
の
所
得
制
限
あ
り
。
母

が
事
実
婚
を
し
て
い
る
場
合
や
遺
族

年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
は
対
象
外

■
手
当
月
額
＝
①
対
象
児
童
１
人
で

全
部
支
給
‥
４
２
、
３
７
０
円
、
一

部
支
給
‥
所
得
に
応
じ
１
０
、
０
０

０
円
か
ら
４
２
、
３
６
０
円
ま
で
の

10
円
き
ざ
み
の
額
②
２
人
目
は
５
、

０
０
０
円
を
加
算
③
３
人
目
以
降
は

１
人
増
す
ご
と
に
３
、
０
０
０
円
を

加
算
■
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
国
民

年
金
係

心
身
に
重
度
の
障
害
が
あ
り
、
日

常
生
活
で
常
時
介
護
を
必
要
と
す
る

20
歳
未
満
の
在
宅
障
害
児
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
■
手
当
月
額
＝
１
４
、
６

１
０
円
■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
障

害
援
護
係
（
内
線
１
３
３
）

重
度
の
障
害
を
２
つ
以
上
持
つ
、

20
歳
以
上
の
在
宅
障
害
者
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
■
手
当
月
額
＝
２
６
、
８

６
０
円
■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
障

害
援
護
係

心
身
に
重
度
ま
た
は
中
度
の
障
害

を
持
つ
20
歳
未
満
の
児
童
を
在
宅
で

監
護
し
て
い
る
親
ま
た
は
養
育
者
に

支
給
さ
れ
ま
す
。
■
手
当
月
額
＝
１

級
‥
５
１
、
５
５
０
円
、
２
級
‥
３

４
、
３
３
０
円
■
問
合
せ
＝
健
康
福

祉
課
障
害
援
護
係

65
歳
未
満
の
重
度
心
身
障
害
児

（
者
）
を
家
庭
で
介
護
し
て
い
る
人

に
支
給
さ
れ
ま
す
。
■
手
当
月
額
＝

５
、
０
０
０
円
■
問
合
せ
＝
健
康
福

祉
課
障
害
援
護
係

６
か
月
以
上
の
ね
た
き
り
老
人
や

痴
ほ
う
老
人
を
在
宅
で
介
護
し
て
い

る
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。
※
入
院
・

施
設
入
所
期
間
を
除
く
■
手
当
月
額

＝
５
、
０
０
０
円
■
問
合
せ
＝
介
護

保
険
課
高
齢
福
祉
係
（
内
線
１
３
５
）

児

童

手

当

重
度
心
身
障
害
児
・
者
介
護
手
当

児
童
扶
養
手
当

ね
た
き
り
老
人
等
介
護
手
当

障
害
児
福
祉
手
当

特
別
障
害
者
手
当

特
別
児
童
扶
養
手
当

各
種
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お
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す
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◆
米
は
地
球
を
救
う
と
「
地
球
環
境
米
米

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
提
唱
し
た
高
円
宮
様
が
、

11
月
21
日
に
急
逝
さ
れ
ま
し
た
。
第
４
回

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
当
妻
有
地
方
で
開
催
さ

れ
、
５
月
の
田
植
え
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に

お
い
で
い
た
だ
い
た
宮
様
は
、
御
自
身
で

も
田
植
え
を
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
参

加
者
と
気
さ
く
に
言
葉
を
か
わ
さ
れ
、
記

念
写
真
に
も
気
軽
に
応
じ
て
い
ま
し
た
。

す
ば
ら
し
い
思
い
出
を
妻
有
地
方
に
残
し

て
い
た
だ
き
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

さ
て
、
い
よ
い
よ
降
雪
期
で
す
。
そ
な

え
は
万
全
で
し
ょ
う
か
。

（
村
）

◆
小
学
生
の
娘
は
自
分
で
調
べ
る
学
習
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
ど
う
し
て
も
調
べ
る
サ
イ
ト
は
子

ど
も
向
け
で
は
な
い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
の

よ
う
で
、
答
え
に
詰
ま
る
よ
う
な
質
問
攻

め
に
あ
い
ま
す
。

小
学
５
年
生
社
会
科
の
一
部
の
教
科
書

で
十
日
町
市
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
全
国
の
小
学
生
か
ら
質
問
が
寄
せ
ら

れ
ま
す
。
市
の
子
ど
も
向
け
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
『
雪
国
の
く
ら
し
』
を
紹
介
す
る
と

「
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
」
と
い
う
か
わ
い

ら
し
い
お
礼
状
を
い
た
だ
き
ま
す
。
堅
苦

し
い
行
政
文
書
ば
か
り
の
な
か
、
目
が
細

く
な
る
一
瞬
で
す
。

（
田
）

■発行/十日町市役所　〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番地　TEL0257-57-3111 FAX52-4635
Email  info@city.tokamachi.ni igata.jp URL http://www.city.tokamachi.ni igata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

■人　口　43,569人

男　21,320人

女　22,249人

■世帯数　13,220世帯

(＋12）

(＋8）

(＋4）

(＋20）

市民の動き
11月末現在（ ）は前月からの増減

ま
ち
の
文
化
財

妻有の宝物

神宮寺の観音堂と山門は、美しい茅
かや

葺
ぶき

屋根を持つ雄大な建物です。この建物は、山門が宝暦

11年（1761）から明和６年（1769）、観音堂が安永２年（1773）から天明２年（1782）とい

う、実に20年もの歳月を費やして完成しました。大
だい

工
く

棟
とう

梁
りょう

は出雲崎の匠
しょう

工
こう

・山田惣八です。

観音堂は、平面を密
みっ

教
きょう

本
ほん

堂
どう

形式にとり、軸
じく

部
ぶ

は和
わ

様
よう

、組
くみ

物
もの

は禅
ぜん

宗
しゅう

様
よう

を基本とし、屋根は権
ごん

現
げん

造りの形式とした、極めてユニークな建築です。また、随所に優れた彫刻が施され、外
がい

陣
じん

各
ごう

天
てん

井
じょう

の枡
ます

目
め

はすべて書画で埋められています。

山門は、禅宗様式を基調とした三
さん

間
げん

一
いっ

戸
こ

の楼
ろう

門
もん

で、二階に高
こう

欄
らん

を持ち、全体に丹
たん

塗
ぬ

りが施さ

れた建物です。屋根は入
いり

母
も

屋
や

造り。内
ない

陣
じん

には阿
あ

弥
み

陀
だ

三
さん

尊
ぞん

像
ぞう

と西
さい

国
こく

三十三番観音札所観音像が安

置されています。

いずれも豪雪地には希
まれ

に見る大規模な建造物であり、その豪
ごう

壮
そう

華
か

麗
れい

なたたずまいは、当地方

の近世社寺建築の傑作として、文化史上に重要な位置を占めています。 （文化財課）

編
集
後
記
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